
手順 1.ドライバソフトのアンインストール

　・ウインドウズボタンを押す⇒歯車ボタンを押す⇒アプリを選択⇒

　DMT-DDのアンインストールを押し、再度表示されるアンインストールボタンを押す。

　アンインストールが始まる前に許可を確認されるので”はい”を押してください。

　アンインストールが完了後PCを再起動してください。

手順 2.ドライバソフトのインストール

　・タッチパネルモニターのUSBケーブルは接続せずに行ってください。

　・タッチパネルドライバCD内の次のフォルダを開いていきます。

　”抵抗膜方式”⇒”for windows10”⇒”setup_win10”⇒”JP”

　JPフォルダ内の”setup.exe”をダブルクリックを行ってください。

　セットアップウィザードが立ち上がるので”次へ（N）”を押して下さい。

　ページが切り替わるので”同意する（A）”を選択し”次へ（N）”を押してください。

　ページが切り替わるので”次へ（N）”を押すとインストールが始まり、

　　インストール許可を確認されるので”はい”を押して続行してください。

　インストールが完了しましたら”閉じる（C）”を押して完了です。

　・インストールが完了しましたらUSBケーブルを接続してください。

　　左のメッセージが表示されデバイスのセットアップが始まります。

　　右のメッセージが表示されるとタッチパネルの準備が整います。

Win10アップデートに伴うモニター2画面拡張時の再設定方法



手順 3.ウインドウズモニター構成（キーボードが必要です）

・コントロールパネルのタブレットPC設定を開く

ウインドウズボタンを押して”Windowsシステムツール”フォルダ内

　　にコントールパネルのアイコンがあります。

コントロールパネルの表示方法を”大きいアイコン（L）”を選択します。

タブレットPCのアイコンをダブルクリックします。

　　・タブレットPC設定の構成　セットアップを押すと画面の構成が始まります。

※ディスプレイオプションの調整は行わないようにしてください。

　　　（左のようにリセットが押せない状態。右のように押せる場合は

　　　　　　　リセットしてください。）



　　・両方の画面が白くなり、片方のモニターにメッセージが表示されます。

　　　　通常のモニターにメッセージが表示されたときはエンターを押します。

　　　　タッチモニターの画面に表示された場合は画面をタッチすると

　　　　元の画面に戻り完了ですのでタブレットPC設定画面を閉じてください。

手順 4.タッチパネル設定ツールの設定

　①DMT-DDのタッチパネルドライバモニター構成（キーボードが必要です）

　　・タッチパネル設定ツールのモニタ設定を開き”モニタ構成”ボタンを押す。

　　・両方の画面が白くなり、片方のモニターにメッセージが表示されます。

　　　　通常のモニターに表示された場合はエンターを押します。

　　　　タッチモニターに表示された場合は画面を2回タッチする。

　　　　タッチを行うと右画面のように一番下に1行表示が増えます。

　　　　これでモニター構成完了ですのでエンターを押してください。



　②X、Yの反転設定

”基本設定”を選び”タッチ入力設定”タブを選びます。

　反転のX、Y両方にチェックを入れて登録を押します。

　設定変更の確認が出ますので”OK”を押して終了です。

　③カーソル表示の設定

”基本設定”を選び”設定ファイル”タブを選びます。

　タッチ時のカーソル表示が必要な場合”Mouse.mfd”を選択してください。

　タッチ時のカーソル表示が不用な場合”Touch.mfd”を選択してください。

　　　（初期の表示が無い状態はカーソル表示なしになります）

　選択後登録ボタンを押し設定変更の確認の”OK”ボタンを押して終了です。



　④キャリブレーション（タッチ位置調整）

”基本設定”を選び”ソフトウェア設定”タブを選びます。

”調整”の”4点補正”又は”9点補正”を選びます。

画面が白くなり、赤丸に十字のタッチを行うターゲットが出ますので

　選んだ4点又は9点続けてタッチを行ってください。

全数タッチが完了すると調整の確認が出ますので”OK”を押して終了です。


